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 不飽和油脂の二重結合に適當に水酸基を導入すればヒマシ油類似の油が得 られる.從 來獲表

された油脂水酸化法を大別するに次の如 きものがある.

 1。 油脂の不飽和結合 にハ ロゲンを附加し之をアルカリにて庭理 して水酸化する方法

 2.不 飽和酸 をアルカ リ性過マンビン酸 カリにて酸化 する方法

 3.酷 酸の存在或は不存在にて室氣又は酸素を吹込む方法

 4.種 々なる媒艦 の存在に於て過酸化水素 を作用し水酸基を導入する方法

 5.波 長3000A。 の光線を照射せしめつ 玉過酸化水素 を作用する方法等

 媒髄の存在に於 て過酸化水素にて水酸化する第4の 方法は1926年 にHilditch(」. Chem. Soc,.

1926,1826)が 行つたもので酷酸の存在に於てオレイン酸及エラ・fヂン酸を過酸化水素にて酸化

しヂオキシステアリン酸 を得た.Hilditch(」. Chem. Soc.,1927,3106)は 此の方法 をグ リセ リド

に慮用 し,カ カオ脂 を4倍 の酪酸に溶解 し35%の 過酸化水素水にて酸化し)小 田良平横 川寛

爾氏(工 化 昭13.41.365)は 大豆油を4倍 の酷酸に溶解 し30%過 酸化水素水を作用せ しめてヒ

マシ油類似晶を得た.石 井義郎氏(エ 化 昭ヱ5,43,712)も 同様大豆油か らヒマシ油類似油を得

て居 る・又同氏(工 化 昭15,43,600)は 酷酸の代 りに硫酸を媒膣 として圓滑に水酸化し得 る事

を報告してゐる・同氏(工化.昭15,43,603)は 叉酷酸 硫酸以外に蟻酸,酪 酸,カ プ ロン酸,プ

ロピオン酸,ラ ウ リン酸,安 息香酸,フ タール酸,燐 酸,硲 酸等多 くの有機無機酸 もそれ等の

過酸化物 を生成する檬な條件の下に過酸化水素を作用せしむる時は水酸化媒盤として使用出來

る事を認めてゐる.魚 油の水酸化に關しては英國特許36,971號(C.1932,1.3515)に 於て 日本

産魚油を4倍 の酪酸に溶解 し20%の 過酸化水素水を魚油と等量加へ95。Cに て4時 間反慮せ

しめてゐるけれ ども詳細な反磨の研究はない.演 者等は過酸化水素酷酸法による鰐油の水酸化

に就て實験 した結果を報告する,

               實 験 の 部

                   (147)
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 試料及水酸化法 試料鮒油は日本油脂株式會肚より寄贈を受けた ものでアルカ リ精製を行つ

て使用した.其 の恒籔は次の如 くである.

  粗製 原油n哲 ・1湘51,d穿 ・0.9168, SZ,3・98, VZ・191・49, JZ・174・81, Rh Z・96・74

  ア ル カ リ精 襲油 n智:1溜751,d鯉=0・9183, SZ:2.93, VZ:19948>AVZ=214℃3,0HZ:

  19.68,JZ:181,73, Rh Z:95.17

 過 酸 化水素 は武 田化學藥品會砒製化學用純30%過 酸 化 水素水で毎 同實験前濃度 を測定 して

使 用 した.濃 度は32～34。79/100ccで あ る・酷酸 は96%化 學 用純氷酷酸 を使用 した・

 300cc三 ロ ブラス コに供試観油509を 取 り一定量 の酷酸 を加 へ過 酸化 水素 は全JZを 水 酸 化

によ り飽和せ しむ るに要す る計算量叉はその60%を 加 へ 彊 く携1牢 しなが ら103～108。Cに3

時 聞保 ち反鷹 を終 り生 成物 は丸底 フラスコに移 し水流 ポンプの減歴 下に140。Cの グ リセ リン

浴 にて酷酸 及水 を溜去 した.

 酷 酸 使 用量の影 響 酷 酸使用量の水酸化 に及す影響 を強 す るため酪酸 量 を供試鰹油50gに 封

し0,25,50,100及150ccと して實 験 した.酷 酸を加へ ざ る時 は反鷹後混合 物 を減 墜蒸 溜の際

蒸 溜の終 り頃に工400C附 近 にてフ ラス コ内にて瞬間的 に自然獲 火する ことがあ り,危 瞼に就 き

注意 を要する.實 験結果 は第1,2表 に示す,第1表 は過酸化 水素 を計算 量の100%第2表 は

計算 量の60%を 使 用 した結果で ある.

                 第   1  表

         鰹 油:509, H202(32.749/100 cc):37.2cc(計 算量の100%)

         反慮濫度:103～108。C, 反廠時間=3時 間

  實験番號   供試鰹油    A     B     C     D     E

  酷酸量(cc)       0   25    50   100   150

   n40    1.4751   1.4766   1.4755   1.4763   1.4781   1.4779    D

   d40    0.9ユ83   0.9784   1.0015   1.0314   1.0373   1.0449    4

   SZ       2.93     2G.61     17.95     26.71     23.98     24.0≦

   VZ     199.48    227.07    222.42    244.78    256.89    250.09

   AVZ    214.03    281.45    295.08    347-76    341.78    347.10

   0HZ    19.68    68.93    93.29   139.32   114.14   ユ31.15

   JZ     181.73     98.89     59.06     38.67     43.41     28.62

   RhZ    93.17     59.08     47.04    27.86     27.28     20.14

   JZ-RhZ   88.56     39.81     工2.02     10.81     16.13      8.48

                 第   2  表

         錨 油:509, H202(32.749/100 cc):22.3cc(計 算量の60%)

         反鷹温度:103～108gC, 反庶時間:3時 間

  實験番號   供試鰹油    A     B     C     D     E

                    (148)
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  酷酸 量(cc)       0   25   50   100   150

   1囎  1・4751 1・4764 1・4754 1・4765 1・4770 1・4768

   d40    0.9183   ⑪.9490   0.9767   0。9958   1.0058   1.0097

   SZ      2.93    14.95    14,79    20.36    20.16    18.3(る)4

   VZ    199.48    216.24    221.52    248.64    243.58    261.34

   AVZ   214.03   247,05   298.26   332.84   327.15    338.48

   0HZ    19.68     37。82     98.85    112.23    110.75    103.34

   JZ     181.73    136.37     95.54     81.01     70.37     69.24

   RhZ     93.17    77.37    59.59    49.64    45.10    42.20

   Jz-RhZ   88.56    59.00    35。95    31.37    25.27    27.04

 Jz, Rhzは 酷 酸 量の増 加 と共 に最初急 に減少 しd, AVZ, VZ, oHzは 上 昇す るが酷酸 の

使用 量 を供 試鰐油 と等量以上 とす る時 はその攣化 は少 くなる,OHZは 初 め上昇 するが酪酸量

が鰹 油 と等量以上 にな る と反 つて漸減 す る.こ れ は生成せ る水酸基 が酷酸 に よ リアセチル化 さ

れ るた め と考へ られ る.SZは 約20軍 位 に上昇 し酪酸の増加 によ り殆 ど攣化 しなV・.此 の實験

に よ り酷酸 を30%過 酸 化 水素 水 による水酸化媒髄 として使用 する時,酷 酸使用 量は鰐油 と等量

で十分で あ る事 を知 つた.叉 過 酸化 水素 を計算 量 を使 用 した時 もその60%使 用 した時 も生成物

のAVZの 最 高値 の差 は約10軍 位 で大差が ない.故 に過酸化 水素 の使用量 は計笈量 の60%が

有 利で あ る.併 し多 エチ レン成分含有量 の尺度た るJZ-RhZの 数 値 は過酸化 水素 を計算量の100

%使 用 の場 合 は酷酸 の使 用量が湘の1/2～3倍 量の時原油の88.56か ら10軍 位 に低下 するに封

し過酸 化水素使 用量が60%の 時 は35～27(酷 酸 が供試鰐油 と等量 の時は31,37)に 低 下 し100

%使 用 の場 合 よ り高V、値 を示 して居 る.

 反 鷹 成績髄 は淡黄色叉 は褐 色の粘稠 油に して魚油臭は殆 どなV・.酷 酸 の使 用量の増加 と共 に

色調 は濃 厚 とな り粘 稠度 も増加す る・

 反 鷹時間の影響500cc三 ロ フラス コに供試鰯油1009を 取 り過 酸化水素 は計算量 の60%を

使 用 し,酷 酸200cc加 へ た場 合,全 く加へ なV・場合に就 き實 験 した.反 慮温度 は103{・108。C

と し,1/2,1>2,3,4,5,6,7時 間 反鷹後夫 々試料 を丸底 フラス コに取 り前 と同様に水流 ポ

ンプの減 堅下 に蒸溜 し酷酸及び水 を除去 した.實 験結果 は第3,4表 に示 す.第3表 は酷酸200

㏄ を加へた場合 の結果で 第4表 は酷酸 を全 く加へ なV・場合 の結果で あ る.

                 第   3  表

         鰹 油:100g, H202(32.749/100 cc):44。64 cc(計 算量の60%)

         酷酸:200cc, 反癒温度:103～108.C

實験番號 供試鑑油  A   B    C    D    E    F    G    H

』支二臆…日寺…間(時)O.51234567

 n40  1.4751  L4749  1.4756  1.4762  1.4762  1.4761  1.4762  1.4761  1.4763  D

                    (149)
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d響 0・9エ830・97790・99601 ・01071・00951。01⑪71.00931.00221.0073

 SZ    2.93    5,08    8.29   13.74   /9.74   20.49   19.43   23.56   23.38

 VZ  199.48  243.12  239.97  256.13  265.58  260.53  260。14  257.35  260.34

 AVZ 214.03  302.81  333.37  339.88  346.23  340.02  348.7ヱ  340.98  3婆0.99

 0HZ 19.68  77.23  12讐.55  112.38  108.94  106.70  119.93  112.36  108.33

 JZ  181.73   93.49   77.33   68.59   68.67   68.58   67.58   68.59   69.27

 RhZ 93.ユ7   55.38   47.9ヱ   43.2婆   ≦3.28   42.53   42、57   39.08   42、96

JZ-RhZ 88.56   38.11   29.婆2   25.35   25.39   26.05   25.OI   29.51   26.31

                 第   4  表

         鰹 油;ヱ00g H202(33.139/100 cc):66.ヱ8 cc(計 算 量 の60%)

        酷 酸:Occ  反 慮 温 度:103～108.C

實 験 番 號 供 試 鯉 油ABCDEFGH

反 慮 時間(時)   0,5   1    2    3    4    5    6    7

 n40  1.盛751  1."758  1.4767  1.4750  1.4764  1.4769  1。4769  1.4788  1.4764  D

 d40  0.9183  0.9289  0.9302  0.9367  0.9468  0.9536  0.960S  O.9567  0.9618  4

 SZ   2.93   2.63   2.00   5.24   5.10   8.31   8.98   9。35   14.14

 VZ  199.48  213.50  207.31  209.55  219.81  221.39  215.10  217.27  214.25

 AVZ 214.03  217.88  215.99  226.25  236.63  24L15  25L33  250.95  256.53

 0HZ 19.68   5.24  10.36  20.11  20.45  24.12  44.65  41.49  52。35

 JZ  181.73  168.41  163.9崔  149.16  1農2.24  127.61  121.18  117.24  115.65

 鰯 油1009に 樹 し酷 酸200ccを 加 へ た 時 は2時 間 に し て 反 憲 は 大 髄 平 衡 に 達 す る.併 しSZ

は 其 の 後 も多 少 上 昇 す る.酷 酸 を加 へ な い 時 は7時 間 反 鷹 後 も反 鷹 速 度 は 低 下 す る が 平 衡 に 達

し なV・.SZは 時 間 と共 に 漸 増 し酷 酸 を 加 へ 允 場 合 は 加 へ なV・ 場 合 に 比 しSZの 上 昇 著 し.

 酸,ア ル カ リ,無 水 塵 化 ア ル ミ ニ ウ ム,界 面 活 性 物 質 等 の 水 酸 化 に 及 す 影 響 以 上 の 實 験 に

よ り媒 禮 と し て 酷 酸 を用 ひ す と も軍 に 過 酸 化 水 素 の み を 以 つ て 水 酸 化 を 行 つ て も或 程 度 水 酸 化

の 起 る ～二と を 認 め た の で 酷 酸 を 使 用 せ す に マ グ ネ シ ヤ)無 水 盤 化 ア ル ミ ニ ウ ム,Igepon T)モ

ノ ゲ ン,苛 性 ソ ー ダ)硫 酸 等 の 添 加 が 水 酸 化 反 鷹 に 及 す 影 響 を槍 し た.

 マ ゲ ネ シ ヤ を加 へ た 場 合 の 實 験 結 果 は 第6表 に 示 す 如 く過 酸 化 水 素 に よ る鰐 油 の 水 酸 化 は 酷

酸 の 存 在 な し に マ ゲ ネ シ ヤ を 加 へ なV・ 時 よ り水 酸 化 の 進 行 は 著 し く促 進 さ れ>30分 に し て 既 に

反 鷹 は平 衡 に達 しAVZは 最 高 値 を 示 し 且 第4表 に 示 し た 酷 酸 及 び マ グ ネ シ ヤ を加 へ な い 場 合

のAVZの 最 高 値 よ り高 い ・併 し 酷 酸 を媒 膣 とせ る時 のAVZの 最 高 値 に 比 す れ ば 未 だ 著 し く低

㌔～ SZの 上 昇 は マ グ ネ シ ヤ を 加 へ ざ る 時 よ り も輕 少 て あ る.な ほ 酷 酸 を加 へ なV・ 時 も マ グ ネ

シ ヤ を 豫 め 濾 過 し た 反 鷹 混 合 物 の減 璽 蒸 溜 の 際 も自 然 獲 火 す る.

                 第   5  表

                   (150)
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         鰹 油 ・100g H202(33.049/100 cc):73.68 cc(計 算 量 の100%)

         酷 酸:Occ  反 鷹 温 度:80±1cC

實験 番 號 供 試 鯉 油  A   B   C   D    E   F   G   H

反 癒 時 問(時)   0.5    1    2    3    4    5    6   7

 1140   1.4751    1.4758   1.4759   1.4761   1.4763   1.4767   1.4770   1.4770   1.4774  D

 d40  0.9183  0.9287  0.9270  0.9347  0.9434  0。9426  0.9460  0,9418  0.9537  4

 SZ   2.93   2.75   2.32   3.34   6.ユ7   5。20   5.30   4.88   7.40

 VZ 199.48  206.44  207.23  208.31  208,89  210.91  210.33  212.47  218.52

 AVZ 214.03  213.61  217.72  218.79  238,04  227.92  232.54  243.99  245.51

 0HZ 19.68    8.48   12.54   12.54   35.48   20.52   26.91   38,58   32.95

 JZ 181.73  159.24  161.39  150.窪4  137.64  145.22  138.95  143.31   122.61

                  第   6  表

         鰹 油:100g  E202(34。049/100 cc):64.3 cc(計 算 量 の60%)

         酷 酸:Occ  マ グ ネ シャ:0.5g 反 慮 濫 度:103～1080C

  實 験 番 號 供 試 鰹 油   A     B     C     D     E     F

  反 懸 時 間(時)     0.5    1     2     3     4     5

  1144     1.4751     1.4785     1.4784     1.4783     1.4780     1.4789     1.4790   D

   d40  0.9183   0.9429  0.9527  0.9517   0.9521  0.9533  0.9598    4

   SZ     2.93     4.78     4.76     7.35     8.46     9.76     7.74

  VZ   199.48    216.15   2ヱ5.55   212.09   216.0蔓    2{}8.27   2ユ5.15

   AVZ  214.03   263.81   265-91   266.01   260.85   268.33   264.20

   0HZ  19.68   59.喚1   62.90   67.36   66.09   74.56   61.17

  JZ    181.73    133.67    ユ35.工3    13婆.78    ユ36.09    133.76    120.58

 次 に 苛 性 ソ ー ダ,濃 硫 酸,無 水 璽 化 ア ル ミ ニ ウ ム,Igepon T,モ ノ ゲ ン等 を加 へ た 場 合 の 實

験 結 果 は 第7～13表 に 示 す 如 くで,之 等 の場 合 に は 過 酸 化 水 素 は 計 算 量 を 使 用 し,反 磨 温 度 は

80±1。Cと し た.反 磨 後 ベ レ ゾ ー ル 叉 は エ ー テ ル を 加 へ 水 洗 後 減 璽 蒸 溜 し た,此 の 場 合 は 自 然

獲 火 は 認 め ら れ な か つ た.塞 化 ア ル ミ ニ ウ ム を加 へ た 場 合 は1:4の 鞠 酸 と 振 盟 し た 後 水 洗 を 行

つ た.

 無 水 聰 化 アル ミニウムを鮨 油の0・1～0・5%添 加 する も殆 ど影響 な く・1・0%加 へ た時 はむ しろ

反鷹 は抑 制 され る.Igepon T,モ ノ ゲ ン,苛 性 ソーダ等は輕微 なが らV・つれ も酷酸 を用ひ ざる

場 合 の水酸 化 を抑制 す る傾 が ある.之 等の場 合は反恋 が『二衡 に達 す るに長時間 を要 する もの 」

如 く7時 間後 もなほAVZは 漸 増す る.

                  第   7  表

         鰻 油:100g H202(33.04 g/ユ00 cc):73.68 cc(計 算量の100%)

         酷酸:Occ 無水盤化アルミニウム:0.19 反朦温度:80±10C

實験番號 供試鯛油ABCDEFGH

                    (151)
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反庶 時 問(時)    0.5   1    2    3    4    5    6    7

 n40   1。4751    1.4777   1.4766   】.4780   1.4774   1.4783   1。4788    1.4780   1.4781  D

 d40  0,9183  0.9380  0.9367  0。9505 『0.4489  0.9528  0.9525  0.9511  0.9499  4

 SZ   2.93   2.46   2.47   3.98   3.05   3.49   3.60   448   5.17

 VZ 199.48  205.47  207.70  21027  205.04  214.32  209.50  213.96  214.64

 AVZ 214.03  232.78  236.75  249,45  242.79  254.34  240.08  239.11  240.60

 0HZ 19.68  33.09  35.32  48.20  46.16  48.78  37.30  30.65  31.64

 JZ  181.73  150.54  143.37  138.73  136.63  工3窪.97  138.00  133.02  130,88

                    第   8  表

          纒 油:100g  H202(32.409/100 cc):75,18 cc(計 算 量 の100%)

          酷 酸:Occ 無 水 璽 化 ア ル ミニ ウ ム:0.59 反 懸 温 度:80±1。C

實 験 番 號 供 試鰹 油  A   B    C    D    E    F    G    H

反 磨 時 問(時)    0.5   1    2    3    4    5    6    7

 n40  1.4751  1,4775  L4783  1.4782  1.4785  1.4788  1.4789  1.4781  1.4784  D

 d40  0.9183  0.9414  0.9458  0.9518  0.9476  0.9510  0.9543  0.9573  0-9518  4

 SZ   2.93   2.71   2.52   4.13   4.19   5.78    4.69    4.64   5.07

 VZ 199.48  205.13  206.56  210.36  203.70  205.21  221.78  212.70  207.82

 AVZ 214.03  223.67  238.29  239.93  2虹22  246.27  251.91  251.55  246.24

 0HZ 19.68   22.28   38.61   36.06   45.81   50.36   37.15   47.89   47.12

 JZ  181.73  15L27  141.62  138.83  137.76  132.46  132.22  132.40  133.98

                    第   9  表

         鯉 油:100g H202(32.409/100 cc):75.18 cc(計 算 量 の100%)

         酷 酸:Occ 無 水 盛 化 ア ル ミニ ウム:1.Og 反 慮 温 度=80土10C

  實 験 番 號 供 試鯉 油   A    B     C     D     E     F

  反 鷹 時 間(時)     0.5    1     2     3     4     5

   n40  1.4751  1.4767  1.4772  1.4772   1.4772   1.4775   1.4769    D

   d40  0.9183  0.9292  0.9332  0.9309  0.9334  0.9323  0.9291    4

   SZ     2.93     2.47     2.01     2.08     1.84     3.10     5.06

   VZ   199,48   210.11   211.74   205,20   209.98   204.91   212.99

   AVZ  214.03   216.23   223.52   218.35   220.88   219.05   222.68

   0HZ, 19.68     7.3ユ    14.15    15.73    13.0荏    16.92    11.63

   JZ   181.73    159.50   158.82   158.65    158.20    160.37    153.95

                    第   10  表

         鰹 油:100g H202(32.27 g/10U cc):75.48 cc(計 算 量 の100%)

         酷 酸:Occ Igepon T:0.19 反 鷹温 度:80土1q C

實 験 番 號 供 試鰻 油  A   B    C    D    E    F    G    H

反慮 時 間(時)    0.5   1    2    3    4    5    6    7

 n鍔  1.4751  L4758  1.4760  1.4761  1.4766  L4775  1.4769  1.4771  14767

d撃 0・9183 0・91820・92120・91690・9266   0・9294 0 ・9384 0・9329

                       (152)



            木 村 ・谷 口:鰹 油 の 水 酸 化

 SZ   2.93   0.73   1.22   1.30   0.87   L93   1.85   1.58   2.80

 VZ  199.48  190.56  197.75  197.00  198.40  206.45  205.05  203.03  209.52

 AVZ 214.03  207.13  202.25  203.50  202.44  2⑪9.77  207.79  208.86  219.37

 0HZ 19.68  工9.62   5.31   7.67   《.77   3.94   3.25   6.9ヱ  1L80

 JZ  181.73  171.23  169.05  163.42  161.30  161.42  157.46  153.93  157.39

                  第   11  表

        鰹 油:100g H202(32.27 g/工00 cc):75.48 cc(計 算 量 の100%)

        酷 酸:Occ Igepon T:LO9 反 鷹 温 度:80±10C

實 験 番 號 供 試 鰹 油  ・A   B    C   D    E,   F    G    H

反 慮 時 間(時)    0.5   1    2    3    4    5    6    7

噌 1・47511・ 婆752M7591・47641・47691・ 盗7701・47731・47761・4776

d誓 0・91830・91920 ・92690・92810・92880・93000・93990・94440・9466

 SZ   2.93   0,93   1.蔓7   1.01   1.36   2,61   3.17   3.95   4.55

 VZ  199.48  182。05  18024  184.28  183.58  185,61  191.65  195.97  195.93

 AVZ 214.03  199.74  204.59  214.38  212。52  217.50  223.22  219.07  229.43

 0HZ 19.68   20.75   28.76   35.87   34.43   38.10   37.88   27.64   40.46

 JZ  181.73  176.62  170.4〈茎  160.69  156.72  152.58  153.32  146.44  139.75

                  第   12  表

        鰹 油:100g  H202(32.279/100 cc):75.48 cc(計 算 量 の100%)

        酸 酸:Occ 濃 硫酸(d:1.84)=1.09 反 磨 温 度:80土1℃

實 験 番 號  供 試鰹 油  A    B    C    D    E    F    G

n鍔 1・4751 1・4752 1・4791 1 ・4774 1・4780 1・4800 1・4799 1・4780

d望 0・9ヱ83 0 ・9278   G・9463 0・9405 0・9626 0・9757 0・9768

 SZ     2.93    1.42    3.69    3.61    4.09    9.16    7.53    6.48

 VZ   199.48   193.82   19207   192.17   194.77   191.36   196.96   194.17

 AVZ  214.03   196.93   219.21   227.12   234.02   236.22   254.54   250.88

 0HZ   19.68     3.71    32,48    42.12    47.60    5垂.52    71.17    69.86

 Jz    181.73   ユ60.17   154.⑪9   ユ蔓0.58   ユ23,60   112.23   105.11    93.72

                  第   13  表

        鰹 油:209 恥02(34.709/100cc):1婆.Occ(計 算 量 の100%)

        酷 酸:Occ  反 磨 濫度=80±1℃  反 磨 時 間:3,時 間

 添 加 刺(9)  n智     d讐     SZ    Vz    AVz    oHz    JZ

 供 試 魚 ～由      1.4751     G.9183     2.93     ユ99.48     214.03     19.68     181.73

 苛1生ソーダ(1.0)   -      0.9303     2.20     190.86     207。94     20.23     155.9蔓

 モ ノ ゲ ン(1.0)    0.9389  3.41  ユ94.38  221.78  32.87  143.50

                  綜    括

 1・30劣 過 酸 化水素水 に よる鯨油の水酸化 を行 なふ時媒燧 として使 用す る酷酸 の量は鮒 油 と

                     (153)
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等量で十分である.

 2.使 用する過酸化水素の量は沃素償 よりの計算量の60%以 上は100%使 用の時 も大差な

v・.

 3・ 反 鷹溜 度を103～108。Cと し媒髄 として酷 酸 を使用 し鰐 油 を水酸化 する時反慮 は1～2時

間に して平衡 に達 する.

 4.過 酸 化 水素 のみにて媒髄 を使用せす無水璽化 アル ミニウヘ モ ノゲ ン)Igepon T,苛 性

ソーグ等 を各鰐油 に封 し0.1～1,0%加 へ る も水酸化 には大 なる影響 はない,か へつ て反鷹 を抑

制 す る傾が あ る.

 5,マ グネシヤを鮒油に甥 しα5%加 へる時は加へなV・時に比し酷酸 を加へない場合の水酸化

は著しく促進 され30分 にして反鷹は平衡に達 し,且つ水酸化度 も少し上昇するが酷酸を用ぴた

場合には遠 く及ぱない.

 6.酷 酸を用ぴす過酸化水素のみにて水酸化を行ふ時反鷹i温度103～108。Cの 時…は反癒80±

1。Cの 場合に比 し水酸化度は著 しく高 くなる.酷 酸を用ぴざる場合反磨後混合物 を水洗せすし

て減墜蒸溜の際140。C附 近にて瞬間的に自然襲火することが ある.

 7・鰐油を過酸化水素酷酸法にて水酸化す る場合,過 酸化水素は全JZを 水酸化し飽和せしむ

るに要する計算量の60%又 は100%使 用し反鷹温度103～1080C,反 鷹時間3時 間にて水酸化

する時はJZは 供試鰹油の181.73か ら60%使 用の場合は81.01に100%使 用の場合は38.67に

低下し魚油臭の殆 どなV・淡黄色又は褐色の粘稠油が得 られた.

 鰯油を御寄贈下 さつた 日本油脂株式會肚故岩本義虎博士に深 く感謝する.
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